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らに水溶性有機物の理化学的特性を, 粒子量分布, 赤外吸収スペクトル, 示差吸収スペクトルなどの測定
によって解析し, 多くの新知見をえた｡
最後に湛水土壌中の遊離アミノ酸について検討を加え, アミノ酸の量と組成の経時的変化の様相と変化




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
土壌有機物の研究は, 量において有機物の主体を占めている腐植酸, フルボ酸などの非水溶性有機物に









3. 流脱する有機態窒素の主体は遊離アミノ酸である｡ またこのアミノ酸はほとんどすべて中 ･酸性ア
ミノ酸で占められている｡
4. 湛水後の初期に生成する遊離アミノ酸はアラニンの生成を一つの起点としている｡ 湛水数日後から
はアラニンが減少し, バ リンが増加する｡ エネルギー源の少ない条件下ではγ- アミノ酪酸の生成作
用が強い｡
5. 微生物体の分解物が湛水後の水溶性有機態窒素の中で占める割合は, 非水溶性有機態窒素の中で占
める割合よりもはるかに高い ｡
6. 水溶性有機態窒素の組成は酸加水分角利こより生成するアンモニヤが多く, 同条件の下で生成するア
ミノ酸は少ない｡ このことは非水溶性有機物とも, また稲わらの如き新鮮有機物の分解物とも異なる
特性である｡
7. 同場において湛水下で生成する遊離アミノ酸が水稲の栄養上無視できない量に達する場合のあるこ
とが, 実験室内の結果から, 推察される｡
以上の成果はいずれも土壌学の発展に少なからぬ寄与をするものである｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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